
 

発言順位８     ９番 小 栗 宏 之 議員 （一問一答） 

 １  磐田市の公共交通について 

(1) デマンド型乗合タクシー・自主運行バス・路線バスの現状について  

  ① 利用者の声、利用していない市民の声をどのように収集し、分析し、

公共交通施策へ反映させているのか伺う。 

② 現状での市内公共交通における課題は何か。また、それらの課題に

対して、現在検討している改善策等はあるのか伺う。 

③ 現在の市内公共交通網は、市民の買い物利用や通勤通学利用等には、 

必ずしも十分ではないとの声がある。市民の利便性向上や、地域の活  

性化のため、これからの市内公共交通網をどのように形成していこう  

と考えているのか、市の見解を伺う。  

(2) 自動運転車両について  

  ① 県内で自動運転バスの実証実験が相次いで行われている。磐田市に  

    おける自動運転車両等の実証実験、将来の公道走行・実用化に向けた  

    市の取組や研究、企業との連携について伺う。また、公道での運行実  

現には、車両・システム等の開発以外に何が必要になると考えている  

のか伺う。 

② 浜松市や掛川市など、自動運転車両の公道走行実施の先進自治体が  

 近隣にある。実用化に向けた技術面での検証や採算性・安全性の確保  

 等の課題について、近隣自治体に学び、連携して実用化を目指す考え  

 はあるか、市の見解を伺う。 

 

 

 

 

２ 磐田市の文化財、歴史的資源の活用などについて 

(1) 磐田市内の文化財について  

①   文化財等の保存・維持管理についての現状と課題を伺う。  

(2) 磐田市の歴史や文化を学ぶ「場」の創出について  

① 磐田市の豊かな歴史・文化史・自然史・産業史・人物史などを学ぶ



 

場として、使われなくなった公共施設を再活用して、常設の歴史文化

博物館・郷土博物館等に利用するとともに、児童館や学習センター等

を併設し総合的な学びの場を創出することについて、市の見解を伺う。 

(3) 文化財・歴史的資源の活用について  

① 昨年の大河ドラマ「どうする家康」では、城之崎城、一言坂の戦い、  

 酒井の太鼓等全国的にも注目されたが、それ以外にも市内には多くの  

 文化財や磐田市独自の高い価値を持つ歴史的資源が存在する。これら  

を用いて市内外へのＰＲや観光等への活用が可能であり、磐田市の特  

色を表現するのに有効と考えるが、市の見解を伺う。  

 

 

 

 

 ３ 「令和６年能登半島地震」からの教訓について 

(1) 「液状化現象」について  

  ① 磐田市には「液状化危険度マップ」があるが、実際の災害発生時の

避難等に活用するには、更に詳細な地域区分の液状化危険度マップ作

製が必要と考えるが、市の見解を伺う。また、液状化現象が市民の避

難についてどのような影響を及ぼすと想定しているのか、液状化現象

の危険性について市民へどのように周知していくのか伺う。 

(2) 「緊急輸送路・避難路」について  

  ① 災害発生時、緊急輸送路・避難路を確保していくことは非常に重要

と考える。今回の能登半島地震を受け、現在、設定されている磐田市

内の緊急輸送路・避難路について、再検証・見直し等が必要になるこ

とが考えられるが、市の見解を伺う。 


